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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端子収納室が設けられ、使用するコネクタ端子よりも全長の短いコネクタハウジングと
、
　電線が取り付けられ、且つ前記端子収納室に、前記コネクタハウジングの後端面にある
前記端子収納室の端子挿入口から挿入される電線付きコネクタ端子と、を備えたコネクタ
であって、
　前記電線付きコネクタ端子は、導電性金属製の端子本体と、前記端子本体の前端部に形
成され、且つ相手方端子と電気的に接続するための端子接触部と、前記端子本体の後端部
に形成され、且つ前記電線の一端部に圧着して前記電線の導体と電気的に接続された電線
加締め部と、前記端子接触部と前記電線加締め部とを連結するように前記端子本体に形成
された連結部と、を備え、そして
　前記連結部は、前記端子本体が前記端子収納室に収納されたときに前記電線加締め部が
前記コネクタハウジングの後端面から突出するように延設されており、且つ
　前記電線加締め部の前記コネクタハウジングの後端面から突出する部分が、絶縁性の被
覆部材により被覆されている、
ことを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記端子収納室への前記端子本体の挿入方向に延長する前記電線加締め部の軸心が、前
記挿入方向に延長する前記端子接触部の軸心に対して偏心している
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ことを特徴とする請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記電線は、前記導体としてアルミニウム製導体を有するアルミニウム電線、又は前記
導体としてアルミニウム合金製導体を有するアルミニウム合金電線である
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電線付きコネクタ端子が挿入されたコネクタに関し、より具体的には、電気
的特性を同一にするため銅電線と比較して大径になってしまう、大径のアルミニウム電線
に圧着接続する電線付きコネクタ端子を、例えば銅電線用として設計された既存（従来）
のコネクタハウジングに挿入可能な電線付きコネクタが挿入されたコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車等の車両内部に配索されるワイヤハーネスは、低コストで導電特性に優れ
た銅電線を使用するのが一般的であり、この銅電線と比較して導電性や強度等の特性が劣
るアルミニウム電線（アルミニウム合金電線も含む）は、あまり使用されていなかった。
しかし、近年の環境問題に対する強い要求から、低燃費化を実現する一手段として車両の
軽量化が叫ばれており、車両分野においても銅電線より軽量なアルミニウム電線の使用に
関する要望が高まってきている。
【０００３】
　しかしながら、コネクタのコネクタハウジングに挿入される電線付きコネクタ端子等を
含め、一般的に車両内部で使用される電気部品は、銅電線の使用を前提として仕様が決定
されているものが主であり、アルミニウム電線の特性、例えば、導電率の低さ等について
考慮されているものではなかった。加えて、コネクタハウジングを有するコネクタ等が多
数用いられる電子機器についても、その銅電線の使用に合わせて設計されているものが多
く、アルミニウム電線との接続について考慮されているものではなかった。このように、
アルミニウム電線のワイヤハーネスへの適用については、車両内部の電気部品、電子機器
等の電装部品全てをアルミニウム電線用の電装部品に変更することがまず考えられるが、
製品コストの問題から現実的ではない。
【０００４】
　より具体的な事例としては、導電率の低いアルミニウム電線を、従来の銅電線の電気的
特性と同一とするためにはその径を大きくする必要があるが、前述の通り、車両内部で用
いられるコネクタのコネクタハウジングは銅電線の使用に合わせて設計されているものが
主であるため、そのコネクタハウジングの形状の関係によりそのまま使用することが困難
である場合が多かった。即ち、アルミニウム電線に圧着接続する電線付きコネクタ端子を
その既存（従来の）のコネクタハウジングの端子収納室に挿入する際には、そのコネクタ
ハウジングの端面にアルミニウム電線自体、或いは大径のアルミニウム電線の一端部に圧
着する電線加締め部が物理的に干渉してしまいコネクタハウジングに十分に挿入できない
という虞があった。
【０００５】
　このような問題に対し、径の大きさが異なる電線を接続可能にするものとしては、端子
収納室の相手方端子に接触するための端子接触部が共通の形状を有する、細い接続電線用
の端子と、太い接続電線用の端子、とをそれぞれ専用に用意すると共に、その端子収納室
を複数有するコネクタハウジングに、細い接続電線用の端子を収納するための小さめの端
子収納室と、太い接続電線用の端子を収納するための大きめの端子収納室とを設けたジョ
イントコネクタが知られている（例えば特許文献１参照）。
【０００６】
【特許文献１】特開平６－３３３６２８号公報
【発明の開示】



(3) JP 5329100 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１は、アルミニウム電線等の径が大きい電線の接続を行うため
に、専用部品（コネクタハウジング及び端子）として別途用意することが必要なものであ
り、即ち、この特許文献１を用いる場合には、車両内部の既存のものを取り外して、この
専用部品に取り替える必要があり、既存のものを活用できなかった。また、コネクタハウ
ジングに設けられた大きめの端子収納室には細い接続電線用の端子を挿入することができ
るが、その一方、小さめの端子収納室には太い接続電線用の端子を挿入することができず
、挿入される端子が端子収納室により制約を受けてしまうことになり不都合が生じていた
。
【０００８】
　本発明は、前述した課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、アルミニウム電線
（アルミニウム合金電線も含む）等の大径の電線に圧着接続する電線付きコネクタ端子を
、例えば、銅電線用として設計された、既存（従来）のコネクタハウジングの端子収納室
に挿入可能にして、アルミニウム電線を、電気的特性をあまり変えずに最小限の改変で車
両内部の広範囲にわたって適用可能にし、これにより、コストの上昇を抑制すると共に自
動車等の車両の大幅な軽量化及びこの軽量化に伴う低燃費化を実現できる電線付きコネク
タが挿入されたコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の前述した目的は、下記の構成により達成される。
　（１）　端子収納室が設けられ、使用するコネクタ端子よりも全長の短いコネクタハウ
ジングと、
　電線が取り付けられ、且つ前記端子収納室に、前記コネクタハウジングの後端面にある
前記端子収納室の端子挿入口から挿入される電線付きコネクタ端子と、を備えたコネクタ
であって、
　前記電線付きコネクタ端子は、導電性金属製の端子本体と、前記端子本体の前端部に形
成され、且つ相手方端子と電気的に接続するための端子接触部と、前記端子本体の後端部
に形成され、且つ前記電線の一端部に圧着して前記電線の導体と電気的に接続された電線
加締め部と、前記端子接触部と前記電線加締め部とを連結するように前記端子本体に形成
された連結部と、を備え、そして
　前記連結部は、前記端子本体が前記端子収納室に収納されたときに前記電線加締め部が
前記コネクタハウジングの後端面から突出するように延設されており、且つ
　前記電線加締め部の前記コネクタハウジングの後端面から突出する部分が、絶縁性の被
覆部材により被覆されている
ことを特徴とするコネクタ。
　（２）　前記端子収納室への前記端子本体の挿入方向に延長する前記電線加締め部の軸
心が、前記挿入方向に延長する前記端子接触部の軸心に対して偏心している
ことを特徴とする上記（１）のコネクタ。
　（３）　前記電線は、前記導体としてアルミニウム製導体を有するアルミニウム電線、
又は前記導体としてアルミニウム合金製導体を有するアルミニウム合金電線である
ことを特徴とする上記（１）又は（２）のコネクタ。
【００１０】
　上記（１）の構成によれば、連結部は、端子本体が端子収納室に収納されたときに電線
加締め部が所定のコネクタハウジングの後端面から突出するように延設されている。この
ため、例えば、アルミニウム電線等の大径の電線に接続する電線付きコネクタ端子をその
コネクタハウジングの端子収納室に挿入した際に、従来の電線付きコネクタ端子ではアル
ミニウム電線又は電線加締め部の一部がコネクタハウジングの端面と物理的干渉を起こす
虞があったが、本構成によれば、この物理的干渉部分をコネクタハウジングの端面から離
れて位置することができる。したがって、この物理的干渉を回避することができ、既存の
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コネクタハウジングをそのまま使用することができるので、例えば、アルミニウム電線を
車両内部のワイヤハーネスに適用した場合には、製品コストの上昇を抑制することができ
る。
　上記（２）の構成によれば、電線加締め部の軸心が、端子接触部の軸心に対して偏心し
ているので、複数の電線付きコネクタ端子が隣接するコネクタハウジングの端子収納室に
挿入されても、コネクタハウジングから突出する電線加締め部同士の物理的干渉及び電気
的接触を回避することができる。
　上記（３）の構成によれば、電線は導体としてアルミニウム製導体を有するアルミニウ
ム電線、又は導体としてアルミニウム合金製導体を有するアルミニウム合金電線とされる
ので、車両等に配索されるワイヤハーネスの大幅な軽量化及び低燃費化を実現することが
できる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、アルミニウム電線（アルミニウム合金電線も含む）等の大径の電線に
圧着接続する電線付きコネクタ端子を、例えば、銅電線用として設計された、既存（従来
）のコネクタハウジングの端子収納室に挿入可能にして、アルミニウム電線を、電気的特
性をあまり変えずに最小限の改変で車両内部の広範囲にわたって適用可能にし、これによ
り、コストの上昇を抑制すると共に自動車等の車両の大幅な軽量化及びこの軽量化に伴う
低燃費化を実現できる電線付きコネクタ端子が挿入されたコネクタを提供することができ
る。
【００１２】
　以上、本発明について簡潔に説明した。更に、以下に説明される発明を実施するための
最良の形態を添付の図面を参照して通読することにより、本発明の詳細は更に明確化され
るであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明に係る電線付きコネクタ端子、及びこの電線付きコネクタ端子が挿入され
たコネクタの好適な複数の実施形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１４】
（第１実施形態）
　まず、本発明に係る第１実施形態について説明する。
　図１は本発明に係る第１実施形態である電線付きコネクタ端子（ａ）と、従来の電線付
きコネクタ端子（ｂ）と比較して示す部分破断側面図であり、図２は従来のコネクタハウ
ジングに挿入される本発明に係る電線付きコネクタ端子及び従来の電線付きコネクタ端子
を示すコネクタの斜視図であり、図３は本発明に係る電線付きコネクタ端子と従来の電線
付きコネクタ端子がコネクタハウジングに挿入された状態を示すコネクタの断面図である
。
　なお、以下に示される複数の実施形態を説明する図では、電線の導体を加締め付ける導
体加締め部は、いずれも端子収納室に挿入可能な太さとして図示している。
【００１５】
　説明の都合上、先ず、自動車等の車両内部で一般的に使用されている銅電線等の電線が
接続された電線付きコネクタ端子（以下、単にコネクタ端子ともいう。）について説明す
る。
　なお、従来より、自動車等の車両分野、家電製品分野等において使用される電線は、銅
系材料からなる導線を使用する銅電線が一般的であるので、本明細書中においては、銅電
線等の電線を「標準電線」と称し、そして、この標準電線が接続された従来のコネクタ端
子を「標準コネクタ端子」と称することにする。
【００１６】
　図１（ｂ）に示すように、標準コネクタ端子１は、導電性金属性の端子本体１ａと、こ
の端子本体１ａの前端部に形成され、且つその先端部で相手方端子（不図示）と接触片５
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を介して接触して電気的に接続するための端子接触部２と、その端子本体１ａの後端部に
形成され、且つ標準電線６の一端部に圧着してこの標準電線６と電気的に接続された電線
加締め部３と、端子接触部２と電線加締め部３とを一体的に連結するように端子本体１ａ
に形成された、断面略コの字型の連結部４と、を有して構成されており、例えば、銅、銅
合金金属等の導電性金属板（メッキが施されていてもよい）をプレス加工して一体形成さ
れる。そして、この電線加締め部３は、標準電線６の被覆部分６ａを加締め付ける被覆加
締め部３ａと、標準電線６の一端で被覆部分６ａが剥がされて露出された導体６ｂを加締
め付ける導体加締め部３ｂと、を有し、それぞれ、断面でみて略Ｕ字型に形成されている
。
【００１７】
　ここで、本発明に係るコネクタ端子は、車両内部に配索されるワイヤハーネスの軽量化
を目的として、標準電線に替わって使用されるアルミニウム電線（アルミニウム合金電線
も含む）を対象としたものである。標準電線６に替わって使用されるアルミニウム電線（
アルミニウム合金電線も含む）１６は、導体としてアルミニウム製導体（アルミニウム合
金製導体も含む）を有しており、銅の密度８．９６ｇ／ｃｍ３に対して、アルミニウムの
密度２．７０ｇ／ｃｍ３と、密度が略１/３であり、ワイヤハーネスの大幅な軽量化が可
能である。しかし、その一方、アルミニウムの導電率は銅より低く、銅電線と同一の電気
特性（許容負荷電流）を持たせるためには、銅電線と比較して直径を略１．６倍にする必
要がある。
【００１８】
　このような標準電線６より大径のアルミニウム電線１６に接続する本発明に係るコネク
タ端子１０は、図１（ａ）に示すように、導電性金属性の端子本体１０ａと、この端子本
体１０ａの前端部に形成され、且つその先端部で相手方端子（不図示）と接触して電気的
に接続するための端子接触部１２と、その端子本体１０ａの後端部に形成され、且つアル
ミニウム電線１６の一端部に圧着してこのアルミニウム導線１６と電気的に接続された電
線加締め部１３と、端子接触部１２と電線加締め部１３とを一体的に連結するよう端子本
体１０ａに形成された連結部１４と、を有して構成されており、標準コネクタ端子１と同
様に、例えば、銅、銅合金金属等の導電性金属板（メッキが施されていてもよい）をプレ
ス加工して一体形成される。
【００１９】
　端子接触部１２は断面矩形枠状に形成されており、その内側壁の一部が略Ｕ型に折り返
されて弾性を有する接触片１５が設けられている。この接触片１５は、その弾性力により
相手方端子（不図示）に確実に接触することができ、低い電気抵抗で接続される。また、
端子接触部１２の形状、寸法は、前述した標準コネクタ端子１の端子接触部２（図１（ｂ
）参照）の形状、寸法と同一となっている。このため、端子接触部２、１２に接続される
相手方端子を共通にすることができ、後述する既存（従来）のコネクタハウジング３０の
端子収納室３１に共に挿入することができる（図２参照）。
【００２０】
　電線加締め部１３は、アルミニウム電線１６の被覆部分１６ａを加締め付ける被覆加締
め部１３ａと、アルミニウム電線１６の一端で被覆部分１６ａが剥がされて露出された導
体１６ｂを加締め付ける導体加締め部１３ｂと、を有し、それぞれ略Ｕ字型に形成されて
いる。ここで、本発明に係るコネクタ端子１０の電線加締め部１３は、標準電線６より大
径のアルミニウム電線１６を対象とするので、大径の電線を加締め可能なように、標準コ
ネクタ端子１の電線加締め部３と比較して大きく形成されている。
【００２１】
　断面が略Ｕ字型の被覆加締め部１３ａ及び導体加締め部１３ｂに、アルミニウム電線１
６の被覆部分１６ａ及び導体１６ｂがそのアルミニウム電線１６の長手方向でそれぞれ一
致するように挿入され（合わせられ）、被覆加締め部１３ａ及び導体加締め部１３ｂの開
放端が加締め治具（不図示）により内側に折り曲げられて加締められる。これにより、ア
ルミニウム電線１６の導体１６ｂとコネクタ端子１０とが導体加締め部１３ｂを介して電
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気的に接続されると共に、被覆部分１６ａが被覆加締め１３ａによりコネクタ端子１０に
確実に固定されることになる。
【００２２】
　連結部１４は、断面略コ字形状に形成されており、端子接触部１２と電線加締め部１３
とを一体的に連結するように端子本体１０ａに形成されている。本発明に係るコネクタ端
子１０の連結部１４は、標準コネクタ端子１の連結部４と比較してその長寸方向で長く形
成されており、より具体的には、端子本体１０ａが後述するコネクタハウジング３０に挿
入されたとき、電線加締め部１３がコネクタハウジング３０の後端面から突出するように
延設されている。
【００２３】
　また、アルミニウム電線１６の一端が加締められて圧着接続された電線加締め部１３は
、アルミニウム電線１６の一端部と共に、絶縁性を有する熱収縮チューブ（被覆部材）１
７が被せられて電気的に絶縁処理される。即ち、熱収縮チューブ１７は、予めアルミニウ
ム電線１６に通されており、アルミニウム電線１６と電線加締め部１３とが接続されたと
きにその接続部に移動され、このとき、熱収縮チューブ１７が過熱により収縮して絶縁処
理が行われることになり、電線加締め部１３のコネクタハウジングの後端面からと突出す
る分、即ち被覆加締め部１３ａが熱収縮チューブ１７により被覆されることになる。
【００２４】
　図２及び図３に示すように、本発明に係るコネクタ２９は、コネクタハウジング３０と
、このコネクタハウジング３０に取り付けられる、前述のコネクタ端子１０ａと標準コネ
クタ端子１ａと、を備えて構成されている。
　コネクタハウジング３０は、ＰＢＴ（ポリブチレンテレフタレート）等の合成樹脂によ
り射出成型された略矩形筒状部材であり、そしてこの略矩形筒状部材の外壁３２により画
成される内部空間には、前述の標準コネクタ端子１及び本発明に係るコネクタ端子１０が
挿入されるため、端子挿入口３１ａを有した端子収納室３１が複数（本実施形態では２×
４個）縦横並列して形成されている。なお、このとき、コネクタハウジング３０の後端面
３３にあるこの端子収納室３１の端子挿入口３１ａから、端子接触部１２、２を先頭にし
て端子本体１０ａ、１ａが挿入されて固定されることになる。
【００２５】
　図２及び図３に示すコネクタハウジング３０は、標準電線６に圧着接続する標準コネク
タ端子１の使用を前提として、端子収納室３１が形成された標準的なコネクタハウジング
３０であり、端子収納室３１の開口縁の一辺長さＬは、本発明に係るコネクタ端子１０の
電線加締め部１３、より具体的には、この電線加締め部１３の一部を構成する被覆加締め
部１３ａの直径ｄより小さくなっている。
【００２６】
　ここで、本発明に係るコネクタ端子１０の連結部１４は、標準コネクタ端子１の連結部
４と比較して長くなるように延設され、端子収納室３１に挿入されたコネクタ端子１０の
電線加締め部１３はコネクタハウジング３０の後端面３３から突出することになるので、
被覆加締め部１３ａがコネクタハウジング３０の後端面３３から挿入方向で離間して位置
することになる。これにより、被覆加締め部１３ａの前端部とコネクタハウジング３０の
後端面３３との物理的干渉（接触等）を回避することができる。
【００２７】
　これにより、標準電線６の使用を前提として設計された、既存のコネクタハウジング３
０に、大径のアルミニウム電線１６が接続されたコネクタ端子１０を支障なく挿入するこ
とができる。また、コネクタハウジング３０の後端面３３から突出する部分である被覆加
締め部１３ａは、アルミニウム電線１６の一端部と共に、熱収縮チューブ１７により被覆
されているので、隣接された本発明に係るコネクタ端子１０、標準電線６、又はアルミ電
線１６等の電気部品との電気的接触を回避することができて、電気的安全を確保すること
ができ、加えて本発明に係るコネクタ端子１０の挿入方向に対する横方向の強度、及び挿
入方向における引張強度を高めることができる。
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【００２８】
　したがって、電気的特性をあまり変えずに最小限の改変で、アルミニウム電線１６を、
車両内部の広範囲にわたって適用可能にし、コストの上昇を抑制すると共に自動車の車両
の大幅な軽量化及びこの軽量化に伴う低燃費化を実現できる。さらに、前述したようなコ
ネクタハウジングには、勿論、標準電線６に圧着接続する標準コネクタ端子１も挿入可能
であり、本発明に係るコネクタ端子１０と標準コネクタ端子１とを混在させる使用するこ
とができ、コネクタ２９として使い勝手を損なうことがない。また、コネクタ２９のコネ
クタハウジング３０として、既存の標準のものをそのまま利用することができるので、製
品コストの上昇を抑制することができる。
【００２９】
（第２実施形態）
　次に、本発明に係る第２実施形態について、図４及び図５を参照して説明する。
　図４は本発明に係る第２実施形態であるコネクタ端子の部分破断側面図であり、図５は
本発明に係るコネクタ端子がコネクタハウジングの隣接する端子収納室に挿入された状態
を示すコネクタの断面図である。
　なお、本実施形態のコネクタ端子は、電線加締め部が端子接触部に対して偏心している
以外は、第１実施形態のコネクタ端子と同様であるので、同一部分には同一符号又は相当
符号を付して説明を簡略化又は省略する。
【００３０】
　図４に示すように、本実施形態のコネクタ端子２０は、端子接触部１２と、電線加締め
部１３と、連結部１４と、を有して構成される。端子接触部１２は、標準コネクタ端子１
の端子接触部２と同一形状を有する。電線加締め部１３は、被覆加締め部１３ａ及び導体
加締め部１３ｂを有し、大径のアルミニウム電線１６を加締め可能なように標準コネクタ
端子１の電線加締め部３と比較して大きく形成されている。
【００３１】
　また、前記端子収納室への前記端子本体の挿入方向に延長する、電線加締め部１３の一
部を構成する被覆加締め１３ａの軸心Ｃ１は、この挿入方向に延長する端子接触部１２の
軸心Ｃ２に対して偏心量εだけ偏心している。また、連結部１４は、端子接触部１２と電
線加締め部１３とを一体に接続するように端子本体１０ａに形成されると共に、コネクタ
ハウジング３０に挿入されたとき、電線加締め部１３がコネクタハウジング３０から突出
する長さになるように延設されている。
【００３２】
　また、アルミニウム電線１６の導体１６ｂが導体加締め部１３ｂにより加締められ、被
覆部分１６ａが被覆加締め部１３ａにより加締められたアルミニウム電線１６の一端部は
、電線加締め部１３と共に絶縁チューブ１７が被せられて絶縁処理されている。
【００３３】
　このようにアルミニウム電線１６が接続されたコネクタ端子２０が、標準電線６用のコ
ネクタハウジング３０の端子収納室３１に挿入されると、図５に示すように、電線加締め
部１３の被覆加締め部１３ａがコネクタハウジング３０の後端面３３から離れて位置する
ことになり、コネクタハウジング３０との物理的干渉を回避することができ、大径のアル
ミニウム電線１６が接続されたコネクタ端子２０を支障なく挿入することができる。
【００３４】
　また、このとき、隣接する端子収納室３１間の間隔Ｐが短く、例えば電線加締め部１３
（被覆加締め部１３ａ）の直径ｄより小さなコネクタハウジング３０である場合にも、電
線加締め部１３、より具体的には被覆加締め部１３ａの軸心Ｃ１が、端子接触部１２の軸
心Ｃ２に対して偏心量εだけ偏心するので、例えば、コネクタ端子２０を隣接して挿入し
た場合等、電線加締め部１３同士を互いに２εの距離で離間配置することができ、電線加
締め部１３同士の物理的干渉及び電気的接触のおそれを回避することができる。このため
、大径のアルミニウム電線１６が接続されたコネクタ端子２０を支障なく挿入することが
できる。
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　なお、その他の作用効果は、前述した第１実施形態のコネクタ端子１０と同様である。
【００３５】
　なお、本発明は、前述した各実施形態に限定されるものではなく、適宜、変形、改良、
等が可能である。例えば、前述した実施形態においては、本発明に係るコネクタ端子が雌
型端子に適用された例ついて説明したが、これに限定されるものではなく、雄型端子につ
いても同様に適用することができ、同様の効果を奏することができる。
　また、前述した各実施形態では、アルミニウム導線の導体を加締め付ける導体電線加締
め部が端子収納室に挿入可能な太さとして図示して説明したが、挿入できない太さを有す
る場合、連結部の長さをさらに延長して、導体加締め部も、即ち、電線加締め部全体をコ
ネクタハウジングから突出させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明に係る第１実施形態である電線付きコネクタ端子（ａ）を、従来の電線付
きコネクタ端子（ｂ）と比較して示す部分破断側面図である。
【図２】従来のコネクタハウジングに挿入される本発明に係る電線付きコネクタ端子及び
従来の電線付きコネクタ端子を示すコネクタの斜視図である。
【図３】本発明に係る電線付きコネクタ端子と従来の電線付きコネクタ端子が、コネクタ
ハウジングに挿入された状態を示すコネクタの断面図である。
【図４】本発明に係る第２実施形態である電線付きコネクタ端子の部分破断側面図である
。
【図５】本発明に係る電線付きコネクタ端子がコネクタハウジングの隣接する端子収納室
に挿入された状態を示すコネクタの断面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　　　標準電線付きコネクタ端子
　３　　　電線加締め部
　３ａ　　導体加締め部
　３ｂ　　被覆加締め部
　６　　　銅電線（標準電線）
　６ａ　　被覆部分
　６ｂ　　導体
　１０　　コネクタ端子
　１２　　端子接触部
　１３　　電線加締め部
　１３ａ　導体加締め部
　１３ｂ　被覆加締め部
　１４　　連結部
　１６　　アルミニウム電線（アルミニウム合金電線、大径電線）
　１６ａ　被覆部分
　１６ｂ　導体
　１７　　絶縁チューブ（被覆部材）
　２０　　コネクタ端子
　２９　　コネクタ
　３０　　コネクタハウジング
　３１　　端子収納室
　３３　　後端面
　Ｃ１　　電線加締め部の軸心
　Ｃ２　　端子接触部の軸心
　ε　　　偏心量
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